
いわき市河川敷等美化活動除草機械貸出要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、河川敷等の公共施設の草刈作業を市民団体等が行うにあた

り、いわき市土木部河川課（以下「貸出者」という。）が保有する除草機械の

貸出しに関して必要な事項を定め、もって市民との協働による環境美化を推進

することを目的とする。 

（貸出対象除草機械） 

第２条 貸出しを行う除草機械は、次に掲げるとおりとする。 

⑴ 肩掛け式草刈機 

⑵ バリカン式草刈機 

⑶ 手押式草刈機 

⑷ 自走式（リモコン式）草刈機 

（貸出対象） 

第３条 除草機械の貸出しの対象は、次に掲げるとおりとする。 

⑴ 河川愛護団体 

⑵ 自治会・町内会 

⑶ ボランティア団体 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、貸出者が特に必要と認める団体 

（貸出期間） 

第４条 除草機械の貸出し期間は、１回の貸出しにつき７日以内とする。ただ

し、貸出者が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

（費用） 

第５条 除草機械の貸出し費用は、無料とする。ただし、運搬及び燃料に関する

費用は除草機械の貸出しを受ける者（以下「借受者」という。）が原則として

負担する。 

（貸出） 

第６条 借受者は、除草機械の貸出しを受けるにあたり、貸出者に除草機械貸出

申込書（様式第１号）を貸出日の７日前までに提出し、許可を得るものとす

る。 



２ 除草機械の貸出しは、原則として先着順とする。 

３ 除草機械の貸出し台数は、１回の貸出しにつき５台程度を上限とする。 

４ 貸出者は、除草機械の操作等の取扱いについて、借受者が希望する際には、

操作説明を行うものとする。 

（貸出しの決定） 

第７条 前条の規定による申請を受けたときは、速やかにその内容を審査の上、

貸出しを決定し、除草機械貸出決定通知書（様式第２号）により当該申請を行

った者に通知するものとする。 

２ 貸出者は、前項の規定による草刈機の貸出しの決定に当たり、必要があると

認めるときは、当該決定に条件を付することができる。 

３ 貸出者は、草刈機の貸出しを決定したときは、除草機械貸出簿（様式第３

号）に記録するものとする。 

 （使用時の確認） 

第８条 借受者は、除草機械を使用する前に、安全チェックシート（様式第４

号）により使用方法及び注意点を確認し、安全に配慮しなければならない。 

（禁止事項） 

第９条 借受者は、各々の除草機械に定められた用法に従い使用しなければなら

ない。 

２ 借受者は、除草機械を転貸及び借り受けた目的以外に使用してはならない。 

３ 借受者は、貸出者の許可なく除草機械の改造やその他形状を変更する行為を

してはならない。 

（許可の取消） 

第10条 前条の禁止事項に該当したことが確認できた場合又はその他貸出しが不

適当と判断した場合は、許可の取り消しができるものとする。 

（返却） 

第11条 借受者は、除草機械を貸出者へ返却する場合は、貸出しを受けた状態に

して貸出者が指定する場所へ返却を行うものとする。 

２ 貸出者は、除草機械の返却を受けるにあたり、立会いにより除草機械の状態

を確認しなければならない。 

 



 （報告） 

第12条 借受者は、次の各号に定める事由が生じた場合、速やかに貸出者へ報告

をしなければならない。 

 ⑴ 除草機械に破損や故障その他異常が生じた場合 

 ⑵ 除草機械の操作により、活動従事者が傷害を負った場合 

 ⑶ 除草機械の操作により、施設や工作物等に損傷を与えた場合 

 ⑷ 除草機械の操作により、第三者に人的及び物的に被害を与えた場合 

（損害賠償等） 

第13条 貸出者は、除草機械の操作による第三者への人的及び物的被害に伴う賠

償責任を負わず、借受者においてその賠償責任を負うものとする。 

２ 借受者は、故意又は過失により除草機械に故障破損が生じた場合又は亡失し

た場合は、その損害を賠償しなければならない。 

（その他） 

第14条 この要領に定めるもののほか、除草機械の貸出しに関して必要な事項

は、貸出者が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、令和４年10月６日から実施する。 



様式第１号 
 
 

       除 草 機 械 貸 出 申 込 書 
 
                                                    令和  年  月  日 
 

いわき市長  様 
 
                                  団体名 
                                  代表者  住所 
                                          氏名 
                                          電話      （     ） 
 

いわき市河川敷等美化活動除草機械貸出要領を遵守し、次のとおり除草機械の貸

出しを申込みます。（太枠の中を御記入ください） 
 
貸 出 期 間 
 

貸出 ： 令和  年  月  日 （  ）     時  から 
      

返却 ： 令和  年  月  日 （  ）     時  まで 
目 的 

及  び 
使用箇所（所在地） 

 
 

（いわき市                       地内） 

貸 出 機 械 

台（５台まで）  ⑴肩掛け式草刈機 
台（１台まで）  ⑵バリカン式草刈機 
台（１台まで）  ⑶手押式草刈機 
台（１台まで）  ⑷自走式（リモコン式）草刈機 

参 加 人 数  

操 作 説 明 □ 希望する   □希望しない 

備 考 
 

 

 
決定伺                            【課名：   河  川  課      】  
 

  別紙のとおり決定してよろしいでしょうか 

    □ 貸出しする  □ 貸出ししない 

起案日 

    年    月    日 

起案者 

課  長 主幹・課長補佐 係  長 係     員 

    



様式第２号 
 
 

       除 草 機 械 貸 出 決 定 通 知 書 
 
                                                    令和  年  月  日 
 

団体名 
代表者名             様 

 
                                                 いわき市長 内田 広之 
                                      （ 公 印 省 略 ） 
 

年  月  日付けで申し込みのあった除草機械の貸出しについて、次のとおり決

定しましたので通知します。 
 
貸 出 期 間 
 

貸出 ： 令和  年  月  日 （  ）     時  から 
      

返却 ： 令和  年  月  日 （  ）     時  まで 

貸 出 機 械  

台     ⑴肩掛け式草刈機 
台     ⑵バリカン式草刈機 
台     ⑶手押式草刈機 
台     ⑷自走式（リモコン式）草刈機 

貸 出 場 所  

条 件 

・除草機械の貸出し費用は、無料とする。ただし、運搬、燃料及び

返却に関する費用は除草機械の借受者が原則として負担するこ

と。 
・除草機械を定められた用法に従い使用すること。 
・除草機械を転貸及び借り受けた目的以外に使用しないこと。 
・許可なく除草機械の改造やその他形状を変更する行為をしない

こと。 
・除草機械を返却する場合は、貸出しを受けた状態にして貸出者

が指定する場所へ返却すること。 

備 考 
 
 
 



様式第３号

電話番号
返却
月日代表者氏名

団体名

除 草 機 械 貸 出 簿

令和　　　年度

№
貸出
月日

返却
予定
月日

貸出機械
番号

備　　考台数

1 ／ ／ ／

／2 ／ ／

／3 ／ ／

／4 ／ ／

／5 ／ ／

／6 ／ ／

／7 ／ ／

／8 ／ ／

／9 ／ ／

／10 ／ ／

／11 ／ ／

／12 ／ ／

／13 ／ ／

／14 ／ ／

／15 ／ ／

操作
説明

1/1



様式第４号 

 

【安全チェックシート】 

項  目 チェックポイント 

１ 作業時の服装 □長袖、長ズボン、手袋、ゴーグル又はバイザー、安全靴、

すね当て、帽子を着用すること。 

２ 作業前の点検 □刈刃が正しく取り付けられていること。 

□刈刃にひび割れ、欠け等がないこと。 

□飛散防護カバーが指定された位置に装着されているこ

と。 

□使用する機械に対応している燃料を用意していること。 

３ 作業中の注意点 □飛散防護カバーがずれた場合は、必ずエンジンを停止の

上、指定された位置に装着しなおすこと。 

□草や紐等の巻き付き、詰まりで刈刃の回転が停止した際

は、必ずエンジンを停止し、刈刃が止まったのを確認し

てから取り除くこと。 

□エンジン部は高温となることから、やけどに注意するこ

と。 

□燃料補給をする際は、周囲に火気がないことを確認の上、

必ずエンジンを停止し、エンジンが冷えてから実施する

こと。 

□飛散物や巻き付きを防ぐため、あらかじめ作業場所の異

物、障害物を取り除いておくこと。 

□エンジン始動時は周囲に人がいないことを確認し、給油

場所から３ｍ以上離れてから始動すること。（給油場所付

近でのエンジン始動は火災の恐れあり） 

□エンジン始動時は刃が急に回りだす可能性があるため、

刈刃を地面から浮かせた状態で始動すること。 

□作業中は、半径 15ｍ以内に人を近づけないこと。 

□傾斜地で作業するときは、谷方向ではなく等高線上に作

業をし、複数で作業をする場合は傾斜の上下位置で行わ

ないこと。 

□機械の調子が悪いと感じた場合は、すぐにエンジンを停

止し作業を中断すること。 

４ 作業後の注意点 □燃料タンクは空にすること。 

□簡易的な清掃を行うこと。 

５ その他 □長時間の作業は不注意やミスを生み、事故につながるこ

とから、継続的な作業は避けること。 

□悪天候の日は、安全のため作業を避けること。 

□足場が悪い場合は、安全のため作業を避けること。 

□安全第一で作業をすること。 

 


